
̶今回表彰を受けられた工事で特にご苦労された点などが
あればお聞かせください。
ＩＣＴ活用工事ということで、私自身初めての経験を

させていただきました。いつもそうですが、初めてのこ
とは不安でたくさんの勉強が必要です。周囲の方々にわ
からないことがクリアになるまで質問し続けました。周
りの方のほうが苦労したと思います（笑）

̶この仕事で感じる面白い部分、反対に苦労を感じている
のはどのようなことですか？
建設現場での仕事は一人ではできません。多くの方と

協力して一つの工事を完成させ、実現する喜びを味わえ
ます。また、現場の進め方は十人十色ありますので、ア
イディアを出し合い全員で最適解を導き出すプロセスに
面白さを感じます。苦労していることは、屋外仕事のため、
夏は暑く、冬は寒いことくらいです。

̶今の仕事を選んだきっかけや動機はどのようなことでし
たか？
業種にはあまりこだわりませんでしたが、「社会のため、

地域のため、人のため」という大きな役割を担える存在
として「建設業はかっこいいのでは」と考えました。ち
なみに、家業ですが家族からは大反対されました。

̶当時は大反対されたとのこと。今現在ご家族の意見は変
わられましたか？
家族というか父です。私がいくら頑張っても、「女性は

…」という固定観念が、わずかながらもあるように思い
ます。弊社には私のほかにも２年目の女性技術者が１人
おります。私が結果を出し続けないとその子にも迷惑が
かかるので、女性の先輩として結果にこだわり続けてい
ます。

̶３年前、当協会の座談会に参加されたとき、ご自身のビ
ジョンが明確になり、会社のニーズにも応えるため、と
資格取得に励まれていることを述べられていましたが、
現在も何か資格取得に挑戦されていますか（仕事関係以
外でも結構です）？
現在は、毎日子どもの宿題や勉強をみているため、自

分の勉強は一時中断しています。子どもたちが自分で勉
強できるようになったら、資格の勉強を始めて、一緒に
切磋琢磨したいです。

̶仕事とプライベートを両立するコツを教えてください。
両立ができている感覚はありません。昼間は現場管理

をし、家では主婦として、本業が二つある感覚です。全
力でやってもうまくいかないこともありますが、周りの
人たちのサポートや優しい声のおかげでいつもポジティ
ブにいることができます。

̶責任ある現場管理人のお仕事と、小さなお子さんもいらっ
しゃる榎本さんのストレス発散方法などがあればこちら
もぜひ教えてください。
現場の休憩中、作業員さんたちと冗談を言ったりくだ

らない話をしているだけでも気分が楽になります。また、
家では、お酒を飲みながらドラクエをしたり、家族で桃
鉄をして楽しく過ごしています。

̶最近のマイブームがあれば教えてください。
メダカの繁殖です。もともと生き物の世話をすること

が大好きで、現在は犬、イモリ、ヤドカリ、クワガタ等
いろいろ飼っています。ちなみに、弊社には同じような
趣味の社員が多く、仕事以外の話でも毎日大盛り上がり
しています。

̶今後の夢や目標を教えてください。
まだまだ知識も経験も不足しているので、様々な工種

に携わってみたいです。また、建築施工管理技士の資格
も持っているので、いつかは自分で現場管理をして自宅
を建てることも目標です。

̶次世代を担う若者たちへメッセージをお願いします。
何事にも、全力で、ポジティブに、素直に取り組んで

みてください。仕事もプライベートも充実してくると思
います。また、建設業は世の中になくてはならない仕事
なので、誇りを持って一緒に頑張っていきましょう。

̶この「Bratto（ぶらっと）」の印象などがありましたら教
えてください。
建設業界の方々のご活躍やインタビュー記事を毎回拝

読させていただいております。栃木県建設業協会の皆様
のご活躍は私にとってもとても励みになります。

最後に榎本さんは、「あまりすごい現場監督として取り上
げられると困ります（笑）」とした上で、
「今回の受賞は、ＩＣＴ活用、女性技術者の登用という点
で会社が評価されたと考えます。しかし、優良技術者とし
て評価していただいた理由は、（おこがましくて大変申し訳
ありませんが）地域住民との関係性だと勝手に解釈してい
ます。正直、知識や経験は周りの諸先輩方のほうがはるか
にありますし、私の仕事ぶりは普通です（笑）。ただ、私は
地域住民と積極的にコミュニケーションをとることで、難
しい街なかでも現場を毎回スムーズに進めることができて
います。仲良くなりすぎて、地域の方々との思い出は各現
場でたくさんあり、自治会の新年会や忘年会に呼ばれたり、
現場終わりで夕飯のおかずを作って持たせてくれる地域の
お母さんがいたり。実は現場が終わってから何年たっても
交流があり、可愛がってもらっています。」と打ち明けてく
ださいました。
地域の人々と寄り添い、現場での細やかな心遣いを自然

体で行える、榎本さん。後に続く後輩にも目を向ける、こ
んなたおやかな女性が建設業のイメージを変えていくので
はないか、今後もその姿に注目です。

県内女性初となる
優良建設工事技術者表彰※を受賞した

榎本 菜月さん
えの もと な つき

現場での検測作業 事務所での書類作成 熱中症予防のため、作業員の体調管理も現場管理の大切な仕事です

休日は管理を手掛けた現場（遊歩道）を子どもたちと散歩したりします 受賞対象となった国道119号 水無バイパスの舗装工事現場

完成後の現場に興味を持ってくれた地域の子どもとのふれあい

榎本建設株式会社
◆仕事内容／現場管理（土木）

栃木県が発注し、県内建設業者が施工した建設工事で、過去５年間に優秀な成績を残した技術者に贈られる
「優良建設工事技術者表彰」（今年度受賞者 54 名）を、女性として初めて受賞された榎本建設㈱（日光市）
榎本菜月さんのお話を伺うことができました。

※栃木県優良建設工事技術者表彰について
栃木県では優秀な技術者を表彰することで、技術者の意欲
向上や工事技術の継承の促進を図るとともに、減少してい
る若年技術者の確保と育成に貢献し、県内建設業の持続的
発展を目的としています。

（１級土木・２級建築施工管理技士）
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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。


